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E A J R S 和古書保存  

ワーキンググループ  
 

（第 1 版 2 0 1 7 . 8）  

 

 

保存自己査定（日本特別コレクション対象） 

《ガイド》 

 

在欧の日本研究図書館では、貴重性・唯一性の高い和古書、古地図、古写真、版

画、手稿、記録・文書等を多く所蔵している。また映画、ビデオ、写真アルバム、デ

ジタル資料などの非紙資料並びに寄贈された個人蔵書、寄託資料を有する図書館も多

い。これは、一般蔵書と性質を異にするので、各図書館の日本特別コレクションと総

称できる。通常、これらは永久保存対象の資料群とみなされ、館外貸出しせず、職員

監視のもとで閲覧に供される。  

 

「保存自己査定（日本特別コレクション対象）」（以下、「保存自己査定」）及びその

《ガイド》では、日本関係特別コレクションを単に「特別コレクション」、特別コレ

クションを所蔵する在欧各図書館を「図書館」と表記する。  

 

特別コレクション保存のために、査定を保存専門家に依頼して実施することがあ

る。一方、特別コレクションを管理する職員（司書）が自身で保存査定することがあ

り、「保存自己査定」はそのための参考資料である。「保存自己査定」は多様な図書

館、多様なコレクションを想定して一般的項目を列挙しているが、定実施者は各図書

館の使命・体制、所蔵特別コレクションの規模・特性に応じ、適宜、表の項目を加

除、修正して使用していただきたい。  

 

保存自己査定にあたっては、何のために実施するか、結果をどう活用するかを予め

考えておくことが重要である。それには、査定結果を誰に報告するか、保存計画を立

案するか、改善策を検討するか、誰が改善を担うかなどが含まれる。  

 

なお、本「保存自己査定」は、建物の新改築、蔵書の移転等の特別事情あるいは新

たな保存課題が生じない限り、一度限りの実施－少なくても次の 2 0 年ほどの間は実

施しない－を想定している。定期的に（例えば毎年）実施する保存点検については、

別に用意の「定期保存点検（日本特別コレクション対象）」を参照のこと。  

 

また、資料保存の用語定義については（参考 1）を参照のこと。  
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以下、「保存自己査定」の項目順に説明を加える。  

 

A  管理  

I  特別コレクション  

1  特別コレクションの概要－即ち、内容、形態、概数等を記す。  

 

2  特別コレクションの歴史、即ち、特別コレクションがいつから、いかなる経緯で

構築されてきたか等を記す。  

 

3  特別コレクションの紹介記事・関連記事・発表論文、展示目録等があれば、それ

を付す。  

 

4  特別コレクションの概数を紙資料（和古書、古文書、古地図、写真等）と非紙資

料（フィルム、ビデオ、録音資料、デジタルファイル等）に分けて記す。非紙資

料所蔵の場合は、それを媒体別に記す。  

 

5  文書・記録資料（アーカイブズ）は目録整備などで特別の取扱いが必要となる。

またこれらは唯一性、希少性が高く特別の価値を有することが多い。そうした資

料があれば、内容・数量を記す。  

参考文献： B a s t i a n ,  J e a n n e t t e  A .  e t  a l .  " A r c h i v e s  i n  l i b r a r i e s :  

w h a t  l i b r a r i a n s  a n d  a r c h i v i s t s  n e e d  t o  k n o w  t o  w o r k  

t o g e t h e r  ”  S o c i e t y  o f  A m e r i c a n  A r c h i v i s t s ,  2 0 1 5 ,  1 3 7 p .  

 

6  寄託資料の有無を記す。また必要に応じて、寄託者、寄託条件等を付す。  

 

7  今後も特別コレクションを受け入れる考えかを記す。図書館に特別コレクション

受入れ方針があるかも記す。  

 

8  図書館にとり、これら特別コレクションがどういう意義をもつかを記す。この点

は、特別コレクションの今後の受入れ、利用促進等にも関わる。  

 

II  保管・閲覧場所  

1 - 2  特別コレクションをどこに保管しているか。一般蔵書と区別しての配置が望ま

しいが、そうなっているか。  

 

3  資料を閲覧に供するスペース（閲覧室）は、一般資料の場合と同じか別か、そこ

は職員が利用者を監視できるスペースかを記す。  
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III  方針と計画  

1 - 2  特別コレクション保存方針、特別コレクション保存計画の有無を記す。それら

が文書化されている場合、その内容が妥当か、実際的か、遵守されているかを考

察する。文書化されていない場合、文書化の必要の有無を検討する。  

 

3  定期的に（例えば毎年）、書庫の温度・湿度測定、虫・カビ調査、補修・デジタル

化・資料利用の前年度実績把握等の保存点検をしているかを記す。定期保存点検

を実施していない場合、今後の実施を検討する。この点の詳細は別途の「定期保

存点検表」参照のこと。  

 

IV  組織・体制  

1  図書館の組織規定や事務分掌等に特別コレクションの保存はどう記されているか

を記す。記されている場合、それで十分か、記されていない場合、どうすべきか

を考える。  

 

2  特別コレクション保存担当部署名並びに保存担当職員の責務を記す。  

 

3  （国立図書館、大学図書館の場合）蔵書全般、そして特に特別コレクションの保

存で、親組織（中央図書館など）の保存部署と連携しているか、支援を受けてい

るかを記す。  

 

V  職員の保存意識･知識と教育  

1 - 2  特別コレクションの管理と保存のための職員の知識・経験等は十分か、保存担

当職員の知識向上を図っているか、図っている場合、具体的に何を実施している

かを記す。  

 

3  特別コレクション保存においては、職員による日常的な資料の取扱いが重要であ

る。取扱いには、資料配架、出納、閲覧室での利用者指導・監視、資料複写の仕

方・させ方、展示、デジタル化の際の留意などが含まれる。この点の職員教育が

なされているかを記す。  

 

VI  保存の取組みと予算  

1 - 2  現在、特別コレクション保存のためにどのような取組みを行っているか。その

ためにどれほどの予算を執行しているかを調べ、記す。  

その項目としては、施設維持費、環境整備費、書庫・書棚清掃費、容器作成費、
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資料クリーニング費、保存処置（補修など）費、複製（デジタル化など）費、機

器等購入費（データロガー、 p H 試験器具など）、保存調査費、職員研修費等が考

えられる。  

 

VII  防災計画 

1 - 2  過去に図書館周辺で台風、水害、地震等の自然災害、放火、盗難、戦争等の人

的災害がなかったか、またに外的要因により特別コレクションが被害を受けた

り、損傷したりしたことがなかったか、を記す。  

 

3 - 4  今後、外的脅威で特別コレクションに損傷を与える可能性があるのは何か、ま

た水害、漏水、窓・屋根の損傷、火災等が起こる可能性があるか、を記す。  

 

5 - 6  図書館の防災計画には一般に、施設全体に関わるものと蔵書管理に特化したも

のの二種類がある。この二種は連動するが、特別コレクション保存の観点から

は、区別して考慮する必要がある。そのうえで、図書館に蔵書防災計画はある

か。それは特別コレクションを含んでいるか、を記す。また、防災計画がある場

合、特別コレクションについて保険契約を結んでいるかを記す。  

蔵書防災計画は、「特別コレクション保存自己査定」とは別に、重要課題として取

り組む必要がある。蔵書防災計画の参考文献のうち、簡潔で要領良いものとして

『 I F L A 図書館資料の予防的保存対策の原則』（日本図書館協会）  

( h t t p s : / / w w w . j l a . o r . j p / p o r t a l s / 0 / h t m l / h o z o n / i f l a i n d e x . p d f )  

p . 3 4 - 4 4 を挙げておく。  

 

7 - 9  資料防災計画で施設管理部門、大学中央図書館等と連携しているか、地域消

防署と意思疎通を図っているか、資料防災訓練を実施しているか、を記す。  

 

B  建物・環境整備  

I  建物  

1  特別コレクション保管施設 (建物 )の築年数、構造、素材、立地条件を記す。  

 

2  過去に特別コレクション保管上の事故・事件が起きたことはないかを記す。  

 

3  災害リスクのうち、特に不法侵入、盗難などの可能性は無いかを記す。警報装置

はあるか。建物管理はどうか。夜間パトロールはどうか。  

 

II  書庫  

https://www.jla.or.jp/portals/0/html/hozon/iflaindex.pdf
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1  特別コレクションの書庫概要（書架数、キャビネットの使用、場所など）を記

す。  

 

2  特別コレクションのための書庫スペースは十分か。書庫スペースやキャビネット

の収容能力が不足しているために、特別コレクションの一部を他の場所（一般蔵

書スペースや事務室など）に間借りさせているケースがある。そうしたことはな

いか。  

 

3  特別コレクション、特に古地図、古写真、フィルム、大型本などには特別の書架

を必要とするものがある。それに対処できているか。  

 

4  和古書が裸（箱などに入れないで）で縦置きになっている場合があるが、これは

不適切である。その有無を確認し、記す。その概数も一緒に示す。  

 

5  特別コレクションは他の一般蔵書とは別に保管するのが望ましい。そうなってい

るかを記す。  

 

6  書架・キャビネット等の素材・形状が資料を傷めることはないか。  

 

7  フィルム（映画フィルム、マイクロフィルム、ビデオフィルム等）所蔵の場合、

それらは保管・保存上、紙資料とは別置しておく必要がある。特にフィルム資料

の場合は、ベース（支持体）の違い（ T A C、 P E T など）を理解し、それに即した

対応が必要である。（フィルム・ベースについては、前掲『 I F L A 図書館資料の予

防的保存対策の原則』 p . 9 6 - 9 7 等を参照のこと。）それが理解されているか、違

いに応じた保管が実施できているかを記す。  

 

III  環境  

1  特別コレクションの所蔵書庫、閲覧室等の温度、湿度環境は重要である。それを

恒常的に測定しているか。測定機器は何か。  

 

2  測定結果からみて温度、湿度環境は適切なレベルか。  

この点では、以下の国際的基準がある。「 I F L A 資料保存の原則（ 1 9 8 6 年

版）」： 1 6℃～ 2 1℃、 4 0 %～ 6 0 %。 I S O  1 1 7 9 9 アーカイブズ・図書館資料の保管

要件：紙資料＝ 1 4℃～ 2 0℃± 2℃、 3 0 %～ 4 5 %± 3 %。文末（参考 2）（参考 3）

も参照のこと。）しかし次が最も妥当かつ実際的と考える。前掲『 I F L A 図書館

資料の予防的保存対策の原則』 p . 5 1 - 5 2。

( h t t p s : / / w w w . j l a . o r . j p / p o r t a l s / 0 / h t m l / h o z o n / i f l a i n d e x . p d f )  

 

3  温度・相対湿度を制御している装置を、必要なら施設管理部門に尋ねたりして、

https://www.jla.or.jp/portals/0/html/hozon/iflaindex.pdf
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記す。  

 

4  その空調が設定している温度・相対湿度はいかほどか、を記す。  

 

5  この場合、書庫と閲覧室の温度、湿度差がない（少ない）ことも重要である。温

度、湿度差がある場合（温度差 5℃、相対湿度差 1 0 %以上）、「ならし」（急激な温

度・湿度変化を解消するための措置。前室を設けて活用するなど。）などの措置を

講じているか。  

なお、「ならし」の簡便な方法として書庫の資料をダンボール箱に入れて、閲覧室

（あるいは事務室）に１～ 2 日程度置き、その後に閲覧に供する。閲覧後は、同

様に、ダンボール箱に入れて書庫内に１～ 2 日程度置き、その後に箱から取り出

し、書架に納める方法がある。  

 

6 - 7 書庫・閲覧室の照明を点検する。光による影響では、最大の敵は紫外線であ

る。閲覧室等に外光が入ることはないか。外光はカーテン、ブラインド等で遮蔽

されているか。室内照明は紫外線防止タイプか、などを点検して記す。  

 

8 - 1 0  特に都市部では、空中の汚染物質が資料の敵となる。書庫、閲覧室の換気は

十全か、どのようなタイプの換気装置を使用しているか、を調べる。あるいはこ

の点について、施設管理部門に問い合わせる。  

 

1 1  環境整備では施設管理部門との連携･意思疎通が重要である。施設管理部門が蔵

書、とりわけ特別コレクション保存の要件を理解していることが肝心である。そ

れが理解されているか、連携がとれているか、を記す。  

 

IV  清掃／虫・カビ  

1  閲覧室、作業スペース、書庫、書架のクリーニングを定期的に行っているか、そ

の範囲と頻度を記す。  

 

2 - 4  一般に在欧図書館では虫・カビの害は少ないが、油断は禁物である。虫・カビ

害で大事に至ることがある。過去の被害歴はないか。殺虫処理をしたことはない

か、カビが繁殖して殺菌消毒したことはないか、あった場合はいつで、どのよう

な処置を施したか、等を記す。  

 

5  生物被害予防策として、 I P M（総合的害虫管理） 1、特に虫トラップなどによる生

物被害モニタリングが推奨される。それを実施しているか。  

                                                        
1  I P M （ I n t e g r a t e d  P e s t  M a n a g e m e n t ） に つ い て は 前 掲 『 I F L A 図 書 館 資 料 の 予 防 的 保 存 対 策 の 原

則 』 ( h t t p s : / / w w w . j l a . o r . j p / p o r t a l s / 0 / h t m l / h o z o n / i f l a i n d e x . p d f )  p . 6 4 を 参 照 の こ と 。  

https://www.jla.or.jp/portals/0/html/hozon/iflaindex.pdf
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6  ある在欧日本研究図書館で、日本から受入れの新収資料に生きた虫繁殖が見られ

た事例があった。特に古書等受入れ時の虫・カビ点検が重要だが、それが十全に

なされているか。  

 

C  コンサベーションと複製  

特別コレクション保存には基礎的な予防策が最も肝要であり、かつ有効である。こ

れには既述の資料防災計画、環境・メンテナンスのほか、資料受入れ時の点検、資料

の適切な取扱い、保存容器収納等が含まれる。  

「これ以上、資料が劣化・損傷しないように手立てを講ずる」が資料保存の基本方

針であるべきである。「修復」の名のもと、これまで、図書･文書がもつ歴史的証拠を

失わせる処置が行われてきたことを肝に銘ずる必要がある。和古書保存 W G ブログ掲

載の木部徹「表紙は外れたままでよい－貴重書の修復と資料保存」を参照のこと。過

去の修復への反省については、安江明夫「敦煌文書保存の一世紀」『学習院大学文学

部年報』第 6 2 輯 ( 2 0 1 5 )、 p . 2 8 9 - 3 1 6 .  

h t t p : / / w w w . g a k u s h u i n . a c . j p / u n i v / l e t / t o p / p u b l i c a t i o n / r e s _ p d f _ 6 2 / 0 1

9 . p d f ,  も参考になる。  

複製は特別コレクション保存の重要な手段である。それは原資料の物理的保存に寄

与し、同時に保存が目的とする「資料アクセスの保証・向上」を可能にする。  

 

I  資料の取扱い  

1  資料受入れ時の点検は十全か、受入れ時点で資料に手当て（端の折れ曲がった紙

葉を元に戻す、傷み具合を記録する、容器に収納するなど）を行っているかを記

す。  

 

2 - 3  特別コレクション取扱いのためのマニュアルはあるか、特別コレクションの利

用規則はあるか、職員及び利用者向けにどのような注意・指導を行っているかを

記す。  

 

4  巻物、大型の地図などの特殊形態資料の取り扱いに特別の留意をしているか、を

記す。  

 

5  特に特別コレクション閲覧スペース内は、飲食禁止、禁煙、万年筆･ボールペン

使用禁止が望ましい。それが実施されているかをチェックする。  

 

6  特別コレクションの資料が複写により損傷することが懸念される。そのためどの

ような防御策がとられているか、を記す。  

 

http://www.gakushuin.ac.jp/univ/let/top/publication/res_pdf_62/019.pdf
http://www.gakushuin.ac.jp/univ/let/top/publication/res_pdf_62/019.pdf
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7  資料取扱いのため、職員・利用者用に白手袋を用意しているか、白手袋着用を遵

守させているかを記す。（和古書の扱いでは、白手袋着用は逆に不適切であること

に留意すること。）  

 

8  資料利用時に資料点検を実施しているか。点検後、必要なケアや処置（例えば資

料クリーニング、保存容器作成、補修、複製、利用制限など）を行っているかを

記す。こうした資料利用時の資料点検と事後の手当ては、特に特別コレクション

の規模が大きい図書館では実践的で成果を期待できる。  

 

II  容器収納  

1  容器収納は重要な特別コレクション保存策である。それをどのように実施してい

るか、どのようなタイプの容器を使用しているかを記す。  

 

2  容器収納では、容器素材がアーカイバル（ a c i d - f r e e ,  l i g n i n - f r e e）である

ことが重要である。そのチェックをする。  

 

3  容器が収納資料のサイズに合致していない、窮屈すぎる、箱内で紙葉が折れ曲が

っている、などが起きていないか、チェックする。  

 

4  今後のために、容器収納が必要な資料数（概数）を示す。また、併せて、現在、

容器に収納しているが素材がアーカイバルでないもの、資料が窮屈な状態で容器

収納されていて新しい容器が必要とされるもの、の概数も示すこと。  

 

5  写真資料用の収納容器に特別の配慮をしているかを点検する。包材は P A T をパス

した素材を使用しなくてはならない。（写真保存には他の紙資料より高い品質レベ

ルの包材が求められる。 P A T  ( P h o t o  A c t i v i t y  T e s t )  はその検査試験であ

る。前掲『図書館資料の予防的保存対策の原則』 p . 9 2  

( h t t p s : / / w w w . j l a . o r . j p / p o r t a l s / 0 / h t m l / h o z o n / i f l a i n d e x . p d f )を参

照のこと。）  

 

III  保存処置  

1  資料に虫損、破損などが見られても、必ずしも治す必要はない。原資料性・歴史

証拠の保持のためには、「補修はできるだけ避ける」「補修は最後の手段でかつ最

小限に」が原則であることに留意すること。その原則を踏まえて、なおかつ補修

を要する資料があるか、多いかなどを自問すること。  

上記原則の代表例に、英国国家規格 B S 4 9 7 1 : 2 0 0 2 . R e p a i r  a n d  a l l i e d  

p r o c e s s e s  f o r  c o n s e r v a t i o n  o f  d o c u m e n t s - R e c o m m e n d a t i o n s .  

B r i t i s h  S t a n d a r d ,  2 0 0 2 .  などがある。「図書館におけるコンサベーショ

https://www.jla.or.jp/portals/0/html/hozon/iflaindex.pdf
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ンと修復の原則」（『 I F L A 資料保存の原則』（日本図書館協会、 1 9 8 7 年。

p . 3 7 - 4 2 .）も有用である。  

 

2  補修を要する資料がある場合、職員が自分で治せるレベルの補修か、専門のコン

サバターに依拠せねばならないかを検討すること。補修を他所に依頼している場

合、誰に（どこに）依頼しているかを記す。  

3  要補修資料の数量把握をすること。次いで、その優先順位付けを考えること。補

修等の処置を計画的に進めているか、補修の年間計画はあるか、を記す。  

 

4 - 5  補修の実務者は保存の国際的規準と規範を遵守しているか、補修の記録を作成

しているかを確認すること。また作成された記録は、図書館で誰が管理している

か、それに利用者はアクセスできるかを示す。  

 

IV  複製  

既に記したように、複製（紙コピー、マイクロ化、デジタル化）は重要な保存策で

ある。それは、利用を促進し、かつ原資料保存に寄与する。  

1  特別コレクション（の一部）を複製したことがあるか。あればその対象と数量、

複製方法を記す。  

 

2  今後、複製を要する資料はあるか。要複製は特定できているか。  

 

3  デジタル化済み資料はネット公開が望ましいが、それができているかを記す。  

 

4  今後のデジタル化計画はあるか、を記す。  

 

5  デジタル化のため、これまで他機関との連携、外部資金獲得の追及などを行った

ことがあるか、を記す。  

 

V  展示と貸出し  

1  資料展示は、特別コレクション活用の一環として重要である。そうした展示の実

績はあるか。展示計画の有無を記す。  

 

2  一方、貴重書展示は資料を傷め、劣化させる要因となりうる。それを避けるため

の方策をとっているか。保存ガイドラインに従って展示を行っているか。  

この点では I C A（国際アーカイブズ評議会）展示のための保存ガイドライン

h t t p : / / w w w . a r c h i v e s . g o . j p / a b o u t / r e p o r t / p d f / t e n j i . p d f  などを参照

のこと。  

 

http://www.archives.go.jp/about/report/pdf/tenji.pdf
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3 - 4  展示等のため、館外から特別コレクション中の資料の貸出し依頼を受けること

がある。それに対応するのも特別コレクション所蔵機関の役目だが、一方、資料

貸出しには保存上のリスクがあり、貸出しのための規則も必要である。それがあ

るか。  

 

5  特別コレクションの資料を館外に貸出しする場合、貸出しの前と後の資料状態チ

ェックが不可欠である。それを実施しているか。  

 

D  関連事項  

I  目録整備  

1 - 2  図書館での特別コレクション保存は利用のためであり、それには目録整備が不

可欠である。それができているか。未完了資料群がある場合、それらの目録作成

計画はあるか。目録整備完了はいつの計画か。  

 

3  アーカイブズ資料の場合は、通常の図書等の目録整備とは異なる整理が必要であ

る。アーカイブズの検索ができるように整理（検索ツール整備）されているか。  

参考文献：既掲の B a s t i a n ,  J e a n n e t t e  A .  e t  a l .  " A r c h i v e s  i n  

l i b r a r i e s :  w h a t  l i b r a r i a n s  a n d  a r c h i v i s t s  n e e d  t o  k n o w  t o  

w o r k  t o g e t h e r  ”  S o c i e t y  o f  A m e r i c a n  A r c h i v i s t s ,  2 0 1 5 ,  1 3 7 p .  

 

4  整備された目録・検索ツールはネット検索できるようにしたい。それができてい

るか。できていなければネット公開に向けた計画があるかを記す。  

 

II  利用  

1  特別コレクションの利用はさほど多くないのが普通である。とは言え、特別コレ

クションの保存は「現在と将来の利用を保証するため」の営為である。これら資

料の閲覧利用の頻度はどうか。展示等を含む活用の度合いはどうか。  

 

2  特別コレクションの資料利用記録を保管しているか。  

 

3 - 4  特別コレクションの利用を促進するために実施していることはあるか。特別コ

レクションの紹介を行っているか。それを H P で発信しているか。  

 

III  連携  

在欧日本研究図書館は独立性が高いことが多いが、そのため運営管理が孤立気味と

なるきらいもある。特別コレクション保存においては、孤立は克服せねばならない。  
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1 - 2  特別コレクション保存のためには、孤立せず、他の機関と連携・協力すること

が求められるが、まず、（大学図書館、国立図書館等の場合）親組織のコンサベー

ション部門と連携しているかを記す。次いで、近隣の図書館、博物館、アーカイ

ブズと資料保存関連で連携協力することはあるかを記す。  

 

3  特別コレクション保存上、困ったこと、不明のことが生じた時に尋ねられる人は

いるか。尋ねられる機関はあるか。資料保存において相談できる人・機関をリス

トアップしておくことも重要であり、その有無を尋ねている。  
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参考 1  

“ I S O 5 1 2 7 - 2 0 0 0 ( E )： I n f o r m a t i o n  a n d  d o c u m e n t a t i o n－ V o c a b u l a r y  《６  

P r e s e r v a t i o n  o f  d o c u m e n t s  》”の定義（ J I S  情報及びドキュメンテーション－

用語  J I S  X  0 7 0 1 : 2 0 0 5 に邦訳。）  

 

プリザベーション：資料またはコレクションの全体性を維持し延命をはかるためのあ

らゆる方策。財政的・政策的判断を含む。  

コンサベーション：劣化を予防、抑制、遅滞させるために適用される介入技術  

修  復：劣化・損傷を被った資料を、実践可能の範囲で出来るだけ元に近い状態に戻

す行為  

 

 

参考 2 :  温湿度と紙の劣化速度の関係  

表は平均温度 2 5℃、平均湿度 5 0 % R H を基準＝ 1 . 0 0 としている。これは、例えば

2 5℃、 5 0 % R H 環境下で期待寿命 1 0 0 年の紙は、 1 5℃、 1 0％ R H 環境下では

2 0 . 7 0 = 2 0 7 0 年の期待寿命、 3 5℃、 7 0 % R H 環境下では期待寿命 0 . 1 4 = 1 4 年を意味し

ている。  

平均温度 (℃ )  
平均相対湿度 (％ )  

7 0  5 0  3 0  1 0  

3 5  0 . 1 4  0 . 1 9  0 . 3 0  0 . 6 8  

2 5  0 . 7 4  1 . 0 0  1 . 5 6  3 . 5 7  

1 5  2 . 7 4  5 . 8 1  9 . 0 5  2 0 . 7 0  

 

 C f :  R i c h a r d  D .  S m i t h ,  ‘ T h e  n o n - a q u e o u s  d e a c i d i f i c a t i o n  o f  p a p e r  

a n d  b o o k s’ ,  9 7 0 ,  D o c t o r a l  D i s s e r t a t i o n ,  T h e  U n i v e r s i t y  o f  

C h i c a g o ,  1 9 7 0 ,  p . 5 5 .   

 

なお、環境と紙寿命の関連については、以下に掲載の「保存指数表」も参照のこと。

‘ N e w  T o o l s  f o r  P r e s e r v a t i o n’ .  I m a g e  P e r m a n e n c e  I n s t i t u t e ,  1 9 9 5 ,  

p . 7 .  

h t t p : / / w w w . i m a g e p e r m a n e c e i n s t i t u t e . o r g / s t o r e / p u b l i c a t i o n s / n e w -

t o o l s - p r e s e r v a t i o n  

 

 

http://www.imagepermaneceinstitute.org/store/publications/new-tools-preservation
http://www.imagepermaneceinstitute.org/store/publications/new-tools-preservation

